






 

研究の目的 

 先天性精神身体障害児の防止対策は,国民の要望もあり,母子保健行政におけ

る重要課題の 1つであるが,確実な発生因子と証明されているものは,ごく少数

にすぎず,とくに環境因子では未だ不明な点が極めて多い。 

 本研究では,高年令妊娠・異常産科歴既往婦人妊娠・月経不順婦人妊娠・経口

避妊薬服用後妊娠・排卵誘発妊娠・妊婦および夫の飲酒・妊婦および夫の喫煙・

妊婦のコーヒー飲用・妊婦の心疾患および糖尿病・妊婦の超音波被爆・妊婦の

感染症(ヘルペスウイルス・サイトメガロウイルス・トキソプラスマ)・妊婦の

貧血を母体に対する外的因子と考え,これらの各因子と胎児障害との相関関係

を究明し,3 年計画にて具体的な胎児障害防止基準を定めることを目的とする。 


